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109 号（2023 年 9 月発行）の記事要旨と参考文献 
参考文献はアクセスが容易になるように、できる限りネットへのリンクをつけたものにしています 

（特に PubMed アブストラクトへリンクできるよう） 
 

 

 

 

 

表紙のことば：593 年建立の四天王寺。五重塔は1934 年の室戸台風と1945 年の大阪大空襲と２度の被害にあっています。        

背後に見えるのはあべのハルカス。 
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P99  Editorial  Free  https://medcheckjp.org/wp-content/uploads/2023/09/109f03.pdf 

  日本国憲法とSARS-CoV-2ワクチン  
 
P100-104  

   
今号から短期シリーズとして必須医薬品を取り上げていきますが、必須の薬剤といえども、薬物療法以外

の方法（非薬物療法）で解決できる場合には不要であることを肝に銘じておいてください。当たり前のことな

のですが、往々にしてこのことが忘れられて、「必須」ならば使ってもいいかのように思われがちですの

で、最初に強調しておきます。 
今号では、まず循環器系の薬剤（降圧剤、狭心症用剤、心不全用剤、抗不整脈剤、利尿剤）を取り

上げました。そして、WHOがリストアップしている薬剤を中心に、本誌の判定：必須か否（×）か、

WHOが主要リスト（主）に掲載しているか、その代替薬剤（代）、あるいは補助リスト（補）に掲載

しているかどうかを示し、簡単にコメントをしました。 
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キーワード：低まん延状態、播種性BCG感染症、BCG皮膚結核、BCGリンパ節炎、髄膜炎 

Web 資料があります Free https://medcheckjp.org/wp-content/uploads/2023/09/109f05.pdf 

 
参考文献 
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P107 
医師国家試験に挑戦しよう（出題） 
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肥満症用GLP-1作動剤：セマグルチド（ウゴービR） 

害作用が多すぎる、使用すべきでない     薬のチェック編集委員会 
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キーワード：肥満症、体重減少、悪心、嘔吐、発がん性、美容・痩身、自殺念慮 
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モンテルカストによる悪夢などの精神症状 
   Prescrire International 2023 vol.31 No.242 p274 を元に本誌で翻訳と解説 
  

ロイコトリエン拮抗剤のモンテルカスト（シングレア®、キプレス®）やプランルカスト（オノン®など）

は白血球系に働き炎症を起こさせ、気管支平滑筋を収縮させるほか、中枢神経系など各臓器にも広く作

用する生体物質です。この中枢神経系におけるロイコトリエンの作用に影響することが、今回のテーマ

である悪夢や精神症状が起こることに関係していると考えられます。悪夢にともなって攻撃性・自殺や

自傷行為などの精神症状が報告されています。悪夢など精神症状が起こりうることを知っていて中止す

れば、多くの場合は治まります。情報が知らされていなければ害は何年間も続くこともあり、中止して

も回復しにくい例が出てきています。精神神経系の害があっても使って利益のほうが大きいのか、つま

り本当に必要な薬剤であるのかを考える必要があります。 
キーワード：自殺、うつ、不安、攻撃性、不眠、喘息、アレルギー性鼻炎、小児 

 

 
Prescrire International 記事の参考文献 
1)Watson S et al. “Montelukast and nightmares: Further characterisation using data from Vigibase” Drug Saf 2022; 45 (6): 675-684. 
本誌解説の参考文献 

2) Feuerstein G, Hallenbeck JM Leukotrienes in health and disease. FASEB J. 1987 1(3):186-92. doi: 10.1096/fasebj.1.3.3040505. 
PMID: 3040505 

3)Drug Safety Information for Heathcare Professionals > Early Communication About an Ongoing Safety Review of Montelukast 
(Singulair) (archive-it.org) 

4)US Food and Drug Administration. FDA requires Boxed Warning about serious mental health side effects for asthma and allergy drug 
montelukast (Singulair); advises restricting use for allergic rhinitis 2020: https://www.fda.gov/media/135840/download. 

5) Ekhart C, van Hunsel F, Sellick V, et al. Neuropsychiatric reactions with the use of montelukast. BMJ. 2022 Mar 
29;376:e067554.PMID: 35351683 

6) モンテルカスト 米国添付文書 
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SARS-CoV-2 ワクチンでベル麻痺が増える 
薬のチェック編集委員会 

要約 
大規模な第３相のランダム化比較試験（RCT）４件を総合解析した結果では、SARS-CoV-2 ワク

チンはプラセボに対してベル麻痺の罹患危険度が 3.0 倍有意に高まっていました(オッズ比 3.00、
95％CI 1.10-8.18、I2＝0％）。 

総合解析論文[3]の結果では、SARS-CoV-2 感染者は、ワクチン接種者よりも 3.2（1.6-6.6）倍ベ

ル麻痺が起こりやすかったとしていますが、もともとかかりやすい人であったことを考慮すると、

実際には 3.2÷4.2＝0.77（0.35-1.68）倍となるため有意でなくなり、SARS-CoV-2 感染ではベル麻

痺が起こりやすいとは言えないことになります。3.2 倍は単にみかけ上のことだったといえます。 
  総合解析の結果で信頼できるのは、４件のRCTの結果であり、SARS-CoV-2ワクチンを打つと、

ベル麻痺を３倍起こしやすくなる、ということと結論できました。 
キーワード：顔面神経、健康者接種バイアス、SARS-CoV-2感染後、大規模ランダム化比較試験、RCT 

本文 Free  https://medcheckjp.org/wp-content/uploads/2023/09/109f06.pdf 
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医薬品安全性（危険性）情報 

【ニュージーランド(NZ) MEDSAFE】 
NSAID 点眼剤：角膜融解 

【米 FDA】 
オピオイド系鎮痛剤：安全使用のための新たな指針 

【英 MHRA】  DOAC：小児に関する助言 
【カナダ Health Canada】 

メトトレキサート：溶血性貧血 
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